
令和７年３月３１日（月曜日）

京都市左京区吉田橘町（京都大学医学部構内）

令和６年10月

京都大学（南部）多目的施設用地埋蔵文化財調査

Ⅰ 工 事 概 要

工事場所１．

２．特記仕様
（１）本特記仕様書の表記

１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

４） Ｇ 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に

断の基準）を満たすものを示す。

特記事項に記載の　[　　]　内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

３）特記事項に記載の　( 　)　内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の ((　　)) 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特記事項に記載の [[　　]] 内表示番号は、文科改修仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

章 項　目 特　　記　　事　　項

1

各
章
共
通
事
項

・ 風圧力

地表面粗度区分（ ・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）

・ 積雪荷重

基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める

特定調達物品における判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表1中の品目ごとの判

(1.3.3～4)

(1.3.5)

この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

 技術者

1　　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

3　　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事業法の規

 定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目

 を修めて卒業した者

4　　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の検定に合

 格した者

5　　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

6　　第１種電気工事士の資格を有する者

7　　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

9　　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電

 気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）

 に関する科目を修めて卒業した者

8　　第２種電気工事士以上の資格を有する者

項　目　名 電気保安

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

この工事現場では、次の施工条件による。

2　　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・　施工条件

・ 電気保安技術者、

工事用電力設備の

保安責任者

・ 適用区分

風速（Vo = 32 m/s）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（32）

付属資料・目次

特記仕様書（抜粋）

図面番号

特１

工事名

縮尺 設計日図面名称

完成期限２．

３．建物概要

４．

建 物 名 称

階 数

構 造

工 種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一の区分

改 修 面 積 （ ㎡ ）

備 考

建築基準法による

工事種目

・ 印の付いたものが対象工事種目

工　事　種　目

建物別及び屋外 工 　　事　 　種　 　別

・ 2 仮設工事

・ 3 土工事

・ 4 地業工事

・ 5 鉄筋工事

・ 6 コンクリート工事

・ 7 鉄骨工事

・ 8

・ 9 防水工事

・ 10 石工事

・ 11 タイル工事

・ 12 木工事

・ 13 屋根及びとい工事

・ 14 金属工事

・ 15 左官工事

・ 16 建具工事

・ 17 カーテンウォール工事

・ 18 塗装工事

・ 19 内装工事

・ 21 排水工事

・ 22 舗装工事

・ 23 植栽及び屋上緑化工事

・ プール工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCパネル
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ 20 ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事

概成工期

５． 有指定部分

有

 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）

Ⅱ

６．

・

・無

無・

・

対象部分（　 　　）

・

・

指定部分工期　令和　　年　　月　　日（　曜日）

令和　　年　　月　　日（　曜日）

文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令第二十二号）別記第1号の工事請負

等のうち、○印の付いたものを適用する。

公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

・

・ 電気設備工事

・ 機械設備工事

文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

・ 文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科改修仕様書」という。)

・

・ 建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。

・ 建築工事標準詳細図(令和4年版)

(1.2.1)

なお、電気設備工事の特記仕様書は（ ）、機械設備工事の特記仕様書は（　　 ）に

よる。

・ 埋蔵文化財調査

埋蔵文化財調査

一式

一式

契約基準、現場説明書、図面　２　枚及び本特記仕様書　１　枚によるほか、下記仕様書

工事写真撮影要領(令和元年7月)

・ 文部科学省土木工事標準仕様書（令和4年版）

　　時などに周辺道路等を汚損、破損等した場合は速やかに対応すること。

●工事用地および工事用地周辺において適切な養生・清掃を行うこと。また、工事車両の搬出入

●本工事建物周囲には、研究棟や住宅等が立地することを十分認識し、周辺への影響に配慮する

　と共に、安全にも十分配慮すること。

●騒音・振動・粉塵の発生する作業は，低騒音・低振動・低粉塵工法を採用すること。

●学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

●臭気の発生する作業は，周囲に対して影響が少ない工法を採用すること。

　　その他、学内行事等による作業の中止については、監督職員と協議すること。

●工事車両の通行は交通整理員を配置する等，安全対策を講ずること。

●その他建物内や敷地周囲に影響があると思われる作業については，監督職員と協議を行い進め

　　ること。

●工事用地内の環境美化（草刈り等）に努めること。

●構内実施中、又は実施が決定した他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な

　　工事の実施に努めること。

特記仕様書（抜粋）

案内図、構内配置図（1）、掘削断面図、埋め戻し断面図

校内配置図（2）、既存配管等掘削状況断面図 ２

１

特１

京都大学（南部）多目的施設用地埋蔵文化財調査



⑫医学部Ｄ棟

⑰医学部Ｃ棟

⑬総合解剖センター

⑦３号ポンプ室

本調査場所

付近見取図

丸太町通

(京都大学医学部構内)
春日通

病院西構内 病院東構内

近衛通

医学部構内

吉田南構内

本部構内

北部構内

鴨　川

東一条通

西部構内

今出川通

東大路通

御陰通

図面番号工事名

縮尺 設計日図面名称 １
A1:1/400,1/50

A3:1/800,1/100
令和６年９月案内図、構内配置図（1）、掘削断面図、埋め戻し断面図

１　工事施工上の注意事項

　　　　　工事車両は周辺道路上での違法駐車は行わないようにし、また路上に縦列待機させることも行わな

　　　　　いこと。

　　２）　工事用地は図示の範囲とし、危険防止のため関係者以外の出入ができないようにすること。また、

　　　　　路及び空地への駐車は行わないこと。

　　３）　学校行事・近隣地区行事を考慮して工事計画を立てること。

　　４）　撤去工事その他で大きな音、振動等が生じる場合は、あらかじめ監督職員に日時を連絡し、承諾を

　　　　　得て工事を進めること。また、施工中の防音対策を十分に検討し行うこと。

　　５）　教職員、学生等の通行が頻繁なため、構内車両通行には徐行の徹底等、十分注意するよう指導を行

　　　　　うこと。

　　６）　埋蔵文化財を発見した時は、ただちに工事を中止し、監督職員の指示を受けること。

　　７）　工事場所内に火災予防のため適切な数量の消火器を設置するとともに、工事関係者に対し、火気等

　　　　　の取り扱いに十分注意するよう指導を行うこと。

　　８）　支障となる地中埋設物を発見した時は、監督職員と協議の上撤去し、適正処分すること。

　　９）　工事用地は、除草等常に良好な環境を保持すると共に工事完成時には現状に復帰して返還すること。

　　10）　同一構内の他工事の業者と連絡調整を密に行い、安全かつ円滑な工事の実施に努めること。

　　11）　作業時間は、午前８時から午後６時を原則とすること。

　　12）　構内における喫煙については、監督職員と協議のうえ、健康増進法（平成十四年法律第百三号）第

　　　　　二十五条の五に基づく受動喫煙対策を講ずること。

　　　　　その他、学内の試験等による作業の中止については、監督職員と協議すること。

現場説明付記事項

　　　　　工事関係車両（通勤車両を含む）は工事用地内に駐車することを原則とし、構内の駐車エリア、道

　　13）　墜落防止にかかる、安全設備設置等、安全対策を実施すること。

　　１）　車両通行経路は、図示の通りとし監督職員と協議の上、誘導員等を配置し、交通整理を行うこと。

　　　工事中の構内安全対策については、下記事項を十分留意した上、具体的な安全対策等を立案し、監督職

　　　員と協議の上、承諾を受けるものとする。

　　１）　監督職員と協議の上、構内要所に工事予告板、警戒標識板、交通規制標識板、工事表示板、案内板

　　　　　等を設置し、常に良好な状態に保つこと。

　　２）　掘削時等で危険な状態となる箇所には、安全柵、工事中表示板（点滅灯付）を、夜間は保安灯及び

　　　　　赤色回転灯を設置し、安全な状態を確保すること。

　　３）　構内通行の安全及び騒音防止のため工事用車両は徐行すること。

　　４）　大型車両の構内通行に際し、地中埋設物、マンホール等は必要に応じ養生を行うこと。

　　５）　大型車両による作業の場合は必要に応じて交通整理員を追加増員し、誘導・交通整理等により構内

　　　　　の安全確保に努めること。

　　６）　仮囲いの設置に伴い、構内通路の視認性が確保できない場合は、常夜灯及びコーナー部に透明パネ

　　　　　ルを設置するなど安全確保に努めること。

　　７）　パネルゲートには電子音つき回転灯を設置するなど事故防止に努めること。

２　工事中の構内安全対策について

　　14）　仮囲いは、埋蔵文化財調査終了後も総合研究棟（環境・生存・共生イノベーション拠点棟）新営工

　　　　　事開始まで残置することとし、新営工事業者と調整・引継ぎの上撤去を行うこと。

凡 例

記 号 内 容

Ｇ

工事用車両侵入経路

仮囲い（パネル鋼板　H=2m L=127m）

本工事用地　1,500㎡

交通整理員（土砂搬出時1名）

BU
S

芝蘭会館

学生会館

貯水タンク
医学・生命科学総合研究棟

思修館第二研修施設

先端科学研究棟

②医学部Ｆ棟

橘会館

⑨ＲＩ総合センター

⑪医学部動物実験施設

⑩ＲＩ教育訓練棟

駐車場

保育園

⑤医学部Ａ・Ｂ棟南部食堂

⑧医学部Ｉ棟

思修館第一研修施設

⑮放射線生物

研究棟本館

⑥医学図書館

近衛通り

通

路

大

東

③医学部Ｅ棟
・医学部資料館

④基礎医学記念講堂

⑰医学部Ｃ棟

がん免疫総合研究センター

門衛所

ごみ集積場

29図書館自転車置場

（法４２条１項１号道路）

25

⑭実験排水貯留槽上屋

12,1333

10,1133

933

⑤ ⑤

34⑯

⑳

26

27

⑲

①医学部危険物薬品庫

36

⑱基礎医学記念講堂

法
４

２
条

１
項

１
号

道
路

22.00ｍ

課外活動プレハブ22

テニスコート北物置331

3
31

.
10

法４２条１項１号道路

1
2
.
00

m

6.00m

計画建物

京都大学（南部）多目的施設用地埋蔵文化財調査

本調査位置

埋め戻し要土　仮置きスペース　300㎡

調査員事務所設置

7.2m×5.4m程度



図面番号工事名

縮尺 設計日図面名称

令和６年９月A1:1/200

A3:1/400

２
構内配置図（2）、既存配管等掘削状況断面図

掘削断面図　S=1/50 埋め戻し断面図　S=1/50

表土層（機械堀①）

基盤砂礫層（機械掘②）

近世遺物包含層（人力掘削)

中世遺物包含層２（人力掘削）

中世遺物包含層１（人力掘削）

↓設計GL

↓設計掘削底

建築面積：298.90㎡
延床面積：298.90㎡

最高高さ：設計GL+9.850m
　　　　　平均GL+9.928m
設計GL= KBM+157（51.500）
平均GL= KBM+79（51.422)
FL=設計GL+350= KBM+507（51.850）
KBM±0（51.343）

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ

既存駐輪場

学生会館
※延焼ﾗｲﾝ内の開口部は
防火設備に改修する

前面道路

幅員:6ｍ

[法
第42条

第1項
1号

]

既存RC壁
:H=

100
0

KBM:電気ﾏﾝﾎｰﾙ天端
(51.343)

駐車場

51.5051.35

51.85

51.35 51.35

51.30 51.35

51.64

51.50

51.5051.40 51.45

道路境界線:37
.29

建設予定建物

志賀越道

N

構内配置図　S=1/100

450 450

900

81
0

5
00

1
,
3
1
0

地盤改良　H=500
1次埋め戻し

2次埋め戻し

掘削法面

500

1次埋め戻し

＜建物 外周側＞ ＜建物 内周側＞

▽予定基礎下端

↓地盤改良天端

↓設計GL

オープン掘削

法面90度以下

オープン掘削

法面90度以下

京都大学（南部）多目的施設用地埋蔵文化財調査

掘削法面

掘削法面

掘削法面
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